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すっかり秋の気配が濃くなりました。季節の変化に体調を崩して

しまうためか、各学年の教室にも空席が増えてきました。子どもた

ちには、まずは生活習慣を整え、しっかりと食事、睡眠をとること

で、この季節を元気に乗り切ってほしいと願っています。

10月17日（木）から18日（金）にかけて、5年生の子どもたち

の「水俣に学ぶ肥後っこ教室」そして、あしきた青少年の家での「集

団宿泊教室」が行われました。朝からたくさんの保護者の皆さんに

見送っていただき、子どもたちも元気よく出発しました。

水俣に到着後、熊本県環境センターと水俣病資料館での学習を行

いました。現地での学習は、子どもたちの生きた学びになったこと

とと思います。水俣での学習を終えて、あしきた青少年の家に移動、

集団での行動や自然の中での体験学習に取り組みました。自然の中

で仲間とともに活動する機会が持てたことは、5年生の子どもたちに

とって、とても有意義であったと感じました。2日目もペーロン漕艇

など、自然いっぱいの中での体験活動をを終え、学校に帰ってきた

子どもたち、みんな笑顔でした。

先生、そして5年生の友だちで過ごしたこの2日間、互いの絆を深めることができたのではないかと思い

ます。ここで学んだことをこれからの学校生活に生かし、成長してくれたらと願っています。
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令和６年10月25日植柳小学校校訓 「うつくしく、やさしく、たくましく、かしこく」

3年生の社会科見学が行われました
今月8日（火）に、３年生が社会科見学旅行に行きました。３年生は八代選果場やかまぼこ工場など

を見学し、身の回りの仕事や地域行事への理解を深めました。学校を離れての学習ということで、早く

から登校して、出発のときから笑顔でいっぱいでした。そして、それぞれの場所で、しっかり学ぶこと

ができたようです。やはり、実際に目で見て、耳で聞いて学ぶ学習、とても大切ですね。ご協力いただ

きました見学地の関係者の皆さん、そして保護者の皆さん、ありがとうございました。


